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ツォンカバ著

『タントラ王吉祥秘密集会秘伝 ･五次第を

明らかにする灯』より｢楽空無差別という

空と悲の意味を説明する｣章 ･和訳

書 水 千 鶴 子

工 序

『秘密集会タソトラ』(Guhyasama-jatantra)聖者流の重要典籍 『五

次第』(Pahcakrama,ナ～ガ-ルジュナ著)についてのツォソカバの註

釈 『五次第を明らかにする灯』(RimIncaTabiugsalba'isgron

me)より,一部をここに訳出する｡この書はツォソカバのタソトラ仏教

理解を知る為には見逃せない重要な教示を含んでおり,私も拙論中で何度

か言及してきたが,今回,山口瑞鳳先生のお勧めもあり,訳として提出す

ることとした｡また,この書の全体像を知っていただくために,科文表を

付した｡それを見ていただければわかるように,この書は 『五次第』の逐

語釈ではなく,無上稔伽タントラの究尭次第である五次第の修道を体系的

に説明したものである｡しかしながらツォソカノミは,実際の五次第の実践

の解説に入る前に,その前段階としてのイントロダクションとも言うべき

導入部分にかなりの言葉を費やしている｡つまり,F33-D33(その間の科

文は省略した)が実際の五次第の説明であるのに対し,Al～A5は無上

聴伽タントラ中における 『秘密集会』の位置付け,聖者流の系譜と典籍の

概説,A6中,F33までほ,生起次第を含めた二次第の概要と究菟次第修

習の思想的基盤,修習方法の基本が語られるのである｡ここに我々は,ツ

ォソカバ独自の無上稔伽タントラ解釈とその問題点を見ることが出来る｡
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その重要性を,山口瑞鳳先生は久しい以前より指摘されて来られたのであ

るが,ここに楼会を得ながら,紙数,時間等の都合で一部しか訳出できな

かったことは残念である｡

究尭次第の肝要はEVAM という二字に集約される｡その了義は空と悲

の無差別である｡それにまた ｢楽空無差別｣と ｢二諦無差別｣の二義があ

る｡ここではその ｢楽空無差別｣の解釈について訳出した｡これは極めて

タントラ的概念である.そして不可解な概念である｡これについて,また

ッォソカバの解釈について,追及すべきことは多 くあるが,詳しい検討は

近い機会に譲 り (1988年度日本西蔵学会),拙い訳で恐縮ではあるが,ま

ずツォソカバの言葉に耳を懐けていただきたいo

TABI.E

(bkrashislhunpoed.)(Pekinged･)

salutationandPrologue lb-3b2 1b-2b8

Al.rGyudgnyiskyirnam parbzhagpa 3a3-21b6 3a1-18aS

Bl.Bュanedkyirgyudlamtshanpa'irgyud

dbyebabyungtshul

B2.mTshandondangmthunpa'irgyudgl-ylS

kyidbyebabstanpa

Cl.Dogspa'ignasbgodpa

C2.Delasoso'i'dodpabshad'pa

Dl.gZhangyilugs

D2.Ranggyilugs

El.ThaらsshesgnylSSunedpa'irgyud

kyi'jugtshul

Fl.dNgoskyidon

F2.Dogspabsalba

E2.Thabsshessosoba'irgyudkyidon

bstanpa

Fll.Drined'odla忌ogspaユasgsungspa

F21.rDorjegurlasogspalasgsungspa

Gl.gZhangyisbrtagspa'imtha'dgagpa

Hl.gZhanFyilugs

H2.Dedgagpa

3a3～3b2

3b2～14b1

3b3～4a1

4al～14b1

4a1-5a4

5a4.〉14b1

5a5.〉7b2

5a5～6a6

6a6～7b2

7b2～14b1

7b2-9a3

9a4.〉14b1

9a4～12b4

9a4.〉10al

lOal～12b4

3a2へβ

3a8.〉12a2

3a8.〉3b4

3b4～12a2

3b5～4b3

4b3～12a2

4b4～6a8

4b4へ.5b1

5bl～6a8

6a8～12a2

6a8～7b5

7b6～12a2

7b6～10b3

7b6～8a8

8a8～10b3

G2.Legspargnaspa･iphyogsbzhagpa 12b4-14bl lobs-12a2

B3.Thabskyirgyudbyebragtubshadpa 14b1-21b6 12a2-18aS
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Cll.Thabsrgyudlagsum dudbyeba

C21. gSang'dusbyebragtubshadpa

Dll.rTsargyuddangrgyudphyinla'idon

dangbshadrgyud丈yigrallgSbstanpa

D21.bShadpa'irgyudkyisjiltarbshad

pa'itshulbshadpa

14bl～15a5 12a3～12b61

15a5～21b6 12b6～18aS

15aS～17b2 12br～14b3'

17b2～21b6 14b3～18a5

Elユ.rGyudpbyimadangdgongspalungston

gyisjiltarbsIladpa

E21.rDorje'phrengbalasogspagsum

gyisjiltarbshadpa

A2.'Duspa'ichebabrjodpa

A3.De'idgongspa'grelpa'irim pa

A4.'Phagsskorgyigzhunggigrangs

Bll.'PhagspaγabsrasgnyiskyisgzhungJl

ltarmdzadpa

B21. Sraslhagmagsum gyisgzhangjiltar

mdzadpa

B31.Dedagdirjes'brangrnamskyisgzhung

jiltarmdzadpa

A5.De'imarlngagboddubrgyudtshul

A6.gDamsparimpochedngos丈yidon

B12.Thegpachenpognyisthunmongngamlam

spyilabslabtshul

B22.Thunれongmayinpa'am byebragpa

'duspa'ilam labslabtshul

Cll.Rim gnyis丈yilam gyisnodrungdubya
ba

17b2～18b5 14b4～15b4

18b5～21b6

21b6～24a1

24al～26b3

26b3～33も5

26bi～29a6

29a6～31b5

31b5～33b5

33b5～34b5

34b5～342b6

34b6.〉38b1

38bl.〉342b6

38b3へj

C21.SNoddugyurnasdam tshigdan雷sdom pa

dagparbyaba

C31. Dam tshigdangsdom padagnaslam ji

ltarbsgom pa

D12.Rim gnyis丈yigorim ngespa

D22.Gorim cangyirim gnyisbsgom tshul

E12.bsKyedrim sgom tshul

F12.bsKyedrim jit≦am zhigsgom dgospa

F22.Rim pajiltarslobpa

E22.rDzogSrim sgom tshul

F13.sPyirrd2:OgBrim gyigtsoboevan

gnyiSkyidonmdorbBtanpa

F23.Evan gnyiskyidonrgyasparbshad
p8

38b5.〉39a3

39a3-340b3

39a4.〉41b3

41b3.〉307b4

41b3.〉44a3

41b4～43a1

43al.〉44a3

44a3～307b4

44a4～46b4

46b4～74b3

15b4～18aS

18a5～19b8･

19b8.〉22a1

22al～27b8

22a2.〉24a$

24a3.〉26a3･

26a3.〉27b6

27b6～28b3

28b3～287b1

28b3～31b3

31b4～287b1

31b4～7

31b7～32a3

32a3～286a2

32a4～34a2

34a2㌻一258b之

34a3-36a1

34a3～35a3

35a3～36a1

36al～258b2

36a2.)38a2

38a2～59bT
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Gil.Evan gnyiSkyiAgesdonrgyaspar

l)Shadpa

Hll.bDestorLgdbyernedkyiStOngPa

dangSnyingrje'idonbShadpa

ll.sTongpa'idonbshadpa

Jl.'Ehorba一iz･tBabangosgzungba

J2.De'gogpa7ibdagnedkyiltaba

bstanpa.

J3.Mi'drabar'dodpadgagpa

I2.bI)eba'idonbslladpa

I3.bI)estongdbyerneddu

sbyorba一itshtllbshadpa

Jll.dNgoskyidon

J21.DelartBOdpas一angba

H21.bDengnyisdbyernedkyistongpa

dangsnylngrje'idonbshadpa

lll.dNgoskyidon

王21.Deliarbshaddgospa'irgyumtshan

J12.gZugssku'irgyuthunmongma

yinpa7isgonasbsgrubpa

J22.SByanggzhi'ignadthllnmOngma

ylnpa'isgonasbsgrubpa

J32.1Haskyedtshulgyigれadlabrten

tebsgrubpa

J42.Thabsshesngobodbyermedkyi

gnadlabrtennasbsgrllbpa

G2.Luslagnaddubsnondgospa

li12.bDestongdbyernedkyithanskyes

skyedpalaluslagれaddubsnun

dgoslugs

I12.Thabsgnyisspyirt)stanpa

I22.Soso一bshadpa

J13.Rigma'ipllyagrgya

J23.灯anggirtsarlllngSOgSSgOm pa'i
thabs

H22.bDengnyisdbyernedkyizung'jug

skyedpalaluslagnaddubsnun

dgoslugs

46b4.}66b1

46b4～59b2

47a6～52a5

47a6.〉48a3

48a3-48b1

48bl～52a5

52a5.～55a2

55a2.〉59b2

55a2′〉56b4

56b4～59b2

59b3.〉66b1

59b3～61bS

61b5.〉66b1

62al～63b5

63b5～64a4

64a5.〉64b4

64b4～66b1

66bl′-74b4

66bl.〉70b1

66b3～67b4

67b5～70b1

67b5～68b1

68bl～70b1

70bl～74b3

113.rDzogsrimgyilamrnamsskyeskibar

do'irim pabzhinduskyeddgospa70b2-73bl

38a3･～53a7

38a4～48a之

38bl～42b1

38bl～39a4

39ai′-40a6

40a6′〉42b1

42b1.-44b2

44b2.〉48a2

44b3～45b7

45b7～48a2

48a2～53a7

48a2～49b3

49b3～53a7

49b6～51a5

51a5.〉51b3

51b3～52a1

52al～53a7

53a7～59b7

53a8.〉56b1

53bl.〉54a7

54a7～56b1

54a7.)54b8

54b8.〉56b1

56bl.～59b7

56b2～58b8
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I23.Delabrtennasluslagnaddubsnun

ltlgSbshadpa

F33.Byebragturgyuddi'irdzogsrim

bshadpa

D32.Rim gnyislabogs'byinpa'ithabs

spyodpa

C41.bsGomspa'imthar'brasbujiltar'thob

pa'itshul

PrayerandColophon

73bl～74b3 58b8～59b7

74b3～307b4 59b7.〉258b2

307b4～340b3 258b2～286a2

340b4～342b6 286a2～287b1

342b6.〉344b4 287bl.～290a8

Ⅱ <訳> 兼テキス トはクシルソポ版を使用し､北京版を参照した｡

TheCollectedWorksofTsongkhapa,Partll,NewDelhi,1978

P.No.6167,γol.158

ツォソカバ著 『タントラ王吉祥秘密集会秘伝 ･五次第を明らかにする灯』

より

E22. 究尭次第の修習方法

E13. 一般に究貴次第の心随である EVAMという二 〔莞字〕の意味を

簡略に説示する

一般に無上稔伽タントラの真意のすべての要点は,EVAM 等の40の究

字 〔によって表わされる〕教説の起こりを語る言葉(glenggzhi,ni亡はna)

の意味に集約され,その意味の心髄はさらに最初の二文字の意味に集まる

のである｡これについて 『金剛輩タントラ』 (VMT.)では,

｢タントラにおいて最初に語られる `̀かくの如く私 〔によって聞かれた〕''

(evarpmay豆孟rutam)云々とはどのようなものであるのかoaかくの
1)

如く''等の最初の言葉の意味は詳しくほどのようになろうか｡｣

と最初の二句 (rkangpa.p豆da)によって,『秘密集会』(GST.)等の

タントラにおいて冒頭に語られている (44も1) 教説の起こりを語る言葉の

意味は 〔即ち〕EVAM という二文字の意味となるというあり方 〔を問い〕,

後半の二 〔句〕によって,EVAM:等のそれぞれ 〔の文字〕の意味を詳し
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く説明するならばどのようになるのか,〔と問う｡その〕2つの問いのうち,
2)

後者の答えとして,各文字を各偶によって説明し,第一の 〔問いの〕答え

として EVAAtの3通 りの意味をお説きになるのであ る｡即 ち,獲得せ

らるべき果たる EVAM と,〔その果を〕得さL.める道たるEVAM と,3)
それを導 く印 (rtags)たる EVAM である｡

第一のEの意味は,〔聖典の〕説教者がある場所にお坐 りになって法 を

お説きになるその依所であり,あるタントラでは秘密処,〔別の〕あ る も

のでは虚空界,また同様に女性器官 (bhaga),法源,蓮華,獅 子座 とも

説かれているものである｡VAM の意味は,説教者について金剛持,金剛

薩壇,金剛怖畏 (Vajrabhairava),金剛 自在,--ルカ,時輪,原初

仏 (Adibuddha)等の御名前によってそれぞれのタントラに説かれてい

るものである.即ち,〔VMT.に〕

rE〔即ち〕秘密処,虚空界,女性器官,法源,蓮華に,〔或いはまた)

稔伽獅子座にお坐 りになり,最も稀有なるお教えを説かれるお方 は,

VAM 〔即ち〕,金剛薩壇,金剛,金剛怖畏,自在主,へ-ルカ,時輪,
4)

原初仏等の御名前をもつ｣という｡

これについてまた,秘密処 (45al) 等の了義は空佐であり,金剛薩壇等

の了義は大悲であるので,空と悲の無差別を 〔EVAM によって〕示して

いるのである.即ち 〔VMT.に〕,

｢EVAM とは如来の印,無二の標識であり,無差別なる空佐と悲であ

るo真実が明らかに語られるところには如来の印がある｡無 二 の智慧

(gnyismedyeshes,advayaj舶na)を表わすものが,一切タント
5)

ラの教説の起こりを語る言葉として 〔必ず〕説かれる｣

というのである｡

第二番目の Eの意味は,般若 (智慧)たる空性であり,VAM の意味
ビ1/r*

は方便たる大悲という2つである｡そして滴 (thigle,bindu)の意味は,

方便と般若というその2つが無差別に結合することであり,それこそが八
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万四千の法門に充溢する心義の真髄を凝縮した法の大王という印を押すと
ムrラ-

ころの印契 (phyagrgya,mudra)だと説かれてい るo即ち VMT･に

よれば,
ti'ソt.'ヶ

rE とは空性であると説かれるo同様にVAM とは悲であり,滴とはそ

の 2つの結合から生じ,その結合の最も稀有なるもので あ るo〔そ れ
ムドヲ-

は〕八万四千の法門に充溢し,〔その法門を〕凝縮した印契であるo〔こ
▲rラー 6)

の〕大王の印契こそが諸タソトラの冒頭に語られるのである｣

というのである｡

このようなこの無二の智慧が語られるタソ トラには最高の真実が存する｡

が,それがもし説かれなければ･〔そこに真実は〕無いのであるo(45bl) 即

ち 〔VMT.に〕,

｢一切タソトラの要約された真意とは･不可分なる空性と悲である｡真

実が明らかに語られるところには･如来の印であるEVAM といわれる
7)

二文字がある.この二文字が無いところに真実は無い｣

と仰言るのである｡『秘密成就』(GS･)よりまた,

｢タソトラの冒頭にあるのは 〔教えの〕精髄中の最高の精髄であるoそ

れこそが大楽の守護者によって秘密真実と説かれた｡すべての仏,菩薩,

有情の楽の源であり,秘密の考察をなすタントラの王たる『吉祥秘密集会』
8)

に住する清浄なる EVAM の文字に,三界のすべてが恭敬し,礼拝する｣

といい,また

｢虚空界といわれるこれは,胡麻の殻の如 く見られ･ガソジス川の砂の

教程の如来たちによって満たされているoこの文字の真実に依拠した方
9)

便のみによって仏,菩薩,有情たちは無上の位を得るであろう｣

と二文字の真意こそは正等覚の道の精髄,と讃えられるのである｡それ

故同書に,
)

｢ここで二文字がタントラの冒頭に無いとは認められない｣

とすべての無上砲伽タソトラの冒頭の,教説の起こりを語る言葉 〔を述
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ベる〕段階で,二文字が必ずある,と仰言っているのは,たとえ EVAM

という (46al)文字が実際には無くとも,その了義は存在しているはずで

ある,ということをご意図なさっているのである｡

第 3の Eの意味は,母の女性器官なる支えるものであり,VAM の意

味は,それに支えられる父の金剛 (男性器官)であ り,支えられるもので
ビソドウ

ある金剛に存する滴は,様々な化作を示す金剛薩壇にして,大楽等のあら

ゆる楽の元であるO即ち 〔VMT.に〕,

｢Eとは女性器官の表象であり,蓮華なる支えるものと知るべきである｡

支えられるものは金剛と説かれる｡支えられるものである,金剛符の,
ビy rウ

そこに住する滴の形は,様々な化作を示す,一切楽の元の住みか,金剛
11)

薩壇の大楽である｣という｡

これによってつまり,父母の印 (rtags)であるEVAM 2つの結合よ

り道のEVAM を導く方便が示されるのである｡

また,内なる自らの身体の重要部位に当てること (nang giranggi

luslagnaddubsnunpa)から道の EVAM を導く方便である,身体

の重要部位の印 (rtags)というBVAM が 『サムブタ』(ST.)に説かれ

ている｡即ち,
へそ

｢頭頂と贋における種字の輪は E 字 〔の形〕 に正しくとどまり,心臓
12)

と首に正しくとどまる 〔輪〕は VAM:字に似ていると認められる｣

と頭頂と贋の脈管の形は～瓦 〔字〕の三角形であり,心臓と首の脈管の形

は VAM 字の丸い形であることが EVAM の意味として説明されている｡

ここで印 (rtags)というのは形を (46bl)表わすものとい う 〔意味の〕

印である｡

このように晃のEVAMを正しく知った後に､それを得ようと望むとき

には,その方便である道の EVAM という2つの結合の仕方を2つのタ

ントラ (父母両タソトラ)から説明されている通 りに正しく知 り,それを
ムドラ-

導 く方便である外的な印(rtags)たるEVAM 〔として〕印契 (明妃)と等
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しく結合することと,内的な印であるEVAM を脈管の要所に当てろ方陰

に精通してから'この道を導く方便を実践するのであるoそこに両タソトラ

の要点のすべてが集まるのでこ 文字の意味とその付髄的な方法について,

ぁらゆるタントラの進み方を正しく知るならば･二文字の意味が肝要なる

真意であると諸タソトラで何度も讃えられていることがわかるであろうo

F23.EVAMというこ文字の意味を詳しく説明する

all.lWAM というこ文字の了義を詳しく説明する

Hll.一切タソトラの主要な真意は EVAM の意味であり,その了義は

また空と悲の2つであるならば,その2つの意味は何であるのか,を説

明しなければならないが,その 〔説明に〕2つあるその第-,楽空無差

別という空と悲の意味を説明する

Bは,文字と法源の三角形として在ることによって無我の真如(47al)杏

表わし,その時,三角形は三解脱門(trivimoksamukha)をも表わすので･

諸法の本性 ･因 ･栗の3つは自性として成立したものとしては空であると

いう空性と,無相 (animitta)と無顧 (aprapihita)という意味が E字

の表わす内容である｡それ故に･空性の兄を徹底して理解すること無くし

ては,E字の意味は不完全なのである｡ 〔また〕もしそれがあったとして

も,内側外側の身体の重要部位に 〔EVAMを〕当てる 〔修習〕か ら生 じ

た大楽というものが無いならば･VAM 字の意味は不完全であるo〔そ し

て〕この2つがあったとしても,空性の兄をこの瀬 の本質として起こす

ことと,空性を対象 (yul)･大業を 〔その〕対象をもつもの (yulcan)

としてから,それ (大楽)に,よってそれ (空性)を郡 は く確定するとい
t-L/t'り

ぅ楽空の結合を知らなければ･滴の意味は不完全であるo従って･楽空無

差別の EVAM の意味を知ろうと欲するならば,これら 〔3つの〕こ と

を知らなくてはいけないのである｡
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これらを3つ 〔に分けて説明しよう〕｡

1Il･空の意味を説明する

Jl･輪廻の根本 〔原因〕の確認

『行集灯』(CP.)によれば,

･そのように･有情は善知識と離れてしまうことによって,自分の,Lhのあ

るがままを完全に知ることを考えずに,我に執着し,我所 (47hl) に執

著し,〔執著を〕養い,〔業の〕積集を構想して 〔その結果〕善,不善など
13)

を構想することによって,無始以来の輪廻から苦しみを受けるのである｡｣

と,〔このよのに〕心の真実を知ることができないとい う,真 実 執著

(bden'dzin)に迷 うがた釧 こ,人我と我所に執著することに依って,輪
14)

廻に流転するのであるo〔このことは〕『八千頒 〔般若』と 『浄業障経』な

どの経典で証明されており,その意味を守護者ナ-ガールジュナ (N豆g豆･

rjuna)が明らかに 〔なさって〕,

｢もしもこの一切が空であり;不生を本性とするのであれば,どのよう

に,楽 ･苦などがここに起こり,業によって輪廻するのであ ろ うか｡

〔存在しないはずの〕我について 〔存をと〕思い込んだ途端に,貧欲等の

汚れによって構想されるので,〔一切は〕依他 (gzhangyidbang)で

あり,故にこれらのすべては唯心,即ち幻の形象として生ずるのである｡

そして善 ･不善のその業によって善趣億 趣へおもむいて,生を受け誓o｣

と示してお説きになるのである｡

守護者マ-～スッカ (Mah豆sukha)の弟子であるアナソガヴァジュラ

(Anaagavajra,Yanlagmedpa･irdorje)もまた,

｢それらから広大な生 ･死等が,辛苦を稗として,真実ならざるもの(mi

bden)に執著する心をもつ者に生じるo智慧が足 りない彼らは,実在
16)

に対する大きな囚われがある限り,輪廻の牢獄に住が ｣

(48al) と非真実を真実だと執著するその真実執著のカによって輪廻に
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溌転し,真実執著という実在-の囚われ流がある限 り･輪廻から抜け出す

ことはできない,と仰言るのである｡

このことは 『宝行王正論』 (RV･)より･

轟についての執著がある限 り,そこに我執があるo我執があれば,さら17)

に 〔それから〕業が 〔生じ〕,それにより 〔輪廻に〕生まれるのであるo｣

と藩に対する真実執著が滅せられなければ･業煩悩 (lasnyan) の力

把 よって 〔輪廻に〕生まれることを転じえない･と仰言っていることと同

じである｡

J2.それ 〔輪廻の根本〕を滅する無我の兄を求める方法が 〔中観と真

言道において〕等しいことを示す
くん

それ故に,輪廻の根本である真実執著の乗習をすっか り浄めるには,麓

を無自性であると了解する空性の理解が必要なばか りではなく,輪廻にお

いて,業煩悩の力による輪廻の束縛を断つにもまた,無自性を理解する智

慧 (shesrab)が無くしては不可能なので,輪廻の束縛を断った声聞 ･独

覚たちも,この意味をまず修習したのであるoこれらのことは他で既に詳

しく説明した｡

従って 『菩提心釈』(BV･)に,

｢空性を知らない者達は,解脱の依所ではない〇六趣の輪廻の牢獄に･
18)

これら愚老供は流転するであろう｡｣

と仰言り,またアナソガヴァジュラも,

｢それ故に,三世間の人々を喜ば (48bl)せようと思い,自らの迷乱 を
19)

晴らそうと思う知ある老たちは,実在-の執著を捨てる 〔べきである〕o｣

とお説きになる｡そのように,顕教 (mtshannyidkyithegpa)ばか

りでなく,金剛乗に入る者も,輪廻の根本である実在-の執著を捨てるには,

無我の空性を了解する見についての理解を求めてから,その意味を修習す

べ きなのである｡そのようにまた 『金剛心荘厳タソトラ』(VHAT･)に,
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｢稔伽をひとつひとつ知ってから･静かな場所へ行ってよく精進すれば,

罪が浄まったとき,そこに正覚を完成するo法無我をよく修習すること20)
によって一切智に到達する｡｣
とひとつの稔伽を知った後に,静かな所で修習するならば,そのときの

正覚の稔伽は･法無我についての修習である,と説明する｡これ と同 じ

･〔説明〕は 〔他にも〕たいへん多いのである｡

このように,真実執著を捨て･無我を理解する場合にも,〔まず〕我執に

よって把えられたままの対象 (yul)を 〔論理的に〕批 判 ･排 斥 した後

(sunphyungnas)I〔それが〕存在しない,と理解せねばならないのであ

って,真実執著の対象 (yul)に,心を散らさずに集中しただけでは不充

分なのであるo即ち,論理自在なる人 (Yukti孟vara,Rigspa,idbang21)
phyug)は,

｢この対象 (yul)の排斥なくしてそれ (我執)を捨てることはできな

いのである｡｣

といい,アールヤデーヴァ (Aryadeva)も,
22)

｢対象(yul)を無我と見るならば,輪廻の種字は滅するのであろう｡｣

といい,

『人中論』(MA･)よりまた,

｢あらゆる煩悩の過失 (49al) は有身鬼より生じたと知によって見た後
23)

に,我とはこの対象であると理解して,稔伽行者は我を滅する｡｣

というのである｡

最初に無我の兄を探求した上での理解を起こす方法は,真言 〔道〕と中

観の論書から説明されるものに違いは無いO即ち BV.紘,

｢秘密真言の門を通じて行を行ずる菩薩たちは,そのように願を本質と

する世俗の相の菩提心を起こした彼,勝義の菩提心を,修習の力によっ
24)

て起こすべきである｡それ故にその自性を述べよう｡｣

と仰言ってから,その後に,他宗 (非仏教徒)の主張する人我と,自宗
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(仏教)のうち,声聞部が主張する所取と能取が別体である真実と,稔伽

行派が主張する所取と能取が別体なものとしては空である真実なる心 〔を
25)

考察し,このようにまず〕法無我を否定して,無我を確認するのである｡

なぜならば,秘密真言者が修習の力によって勝義の菩提心を起こす場合に,

まず 〔その〕前に無我の兄を求める方法は,車観の論書にあるとおりにお

説きになっているからである｡〔これに関して〕声聞部である対象実 在 論

者 (donsrmasde)二派 (有部 ･経量部)が,所取 ･能取を真実 〔在〕

と主張するのであり,声聞 ･独覚の (49bl) すべての聖者達がそのように

お認めなるというわけではなく,これらの道に入った凡夫には 〔この〕2.

つのあり方のいずれもがある 〔そのあり方を〕知るべきである｡

J3.〔無我の兄を求める方法が中観と真言道において〕等しくな い と

いう主張を否定する

このことについてある人が自分の見解の主張をまとめて示したものによ

ると,

｢寛を考察した 〔ならば空である〕その空性は芭蕉の如 くに芯 が 無 い

(虚無である)｡一切のあり方の最上である空性はそのようになるこ とは
26)

ない｡｣

と仰言っているが,これによって,我執の対象 (yul)を妙観察の智憲

(sosorrtogpa'is九esrab)によって考察した後,確定した空性を修

習するというのは真言の方法ではない,というならば,教証 ･理証によっ

て正しく確認された無我の実意の意味を定めてから修習するのほ無駄な修
27)

習だと主張するあなたは洞察力のあるお方である｡この教証の真意は,節

5章の大註釈『無垢光』 (VP.)より,

｢極味の集まりである我性という法を考察した 〔ならば空であるその〕
28)

空は,断 〔兄の〕空を離れている｡｣

と仰言っているように,中観派の証困 (rtags)の否定対象が宿るとこ
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ろを正しく把撞していないことにより,藩等の諸々 〔の事物〕を論理によ

って考察した場合,生滅等がどこにも成立しないことが無自性の意味であ

る,と考えて理解してしまう断 〔兄の〕空を否定するのであって,妙観察

の智慧によるすべての考察を否定するのではないのである｡もしそうでは

ないならば,第 2章の大註 VP.に,

._｢識 (rnam parshespa)は勝義として存在することもまた,学者

(50al)達は認めない｡一他の自性を離れている(gcig dangdu ma'i
29)

rangbzhindangbra上ba)故に,空華の如くである｡｣

と離一他 〔性1の証因と空華の愉えによって識藩が無自性であると考察

するときに,
30)

｢このことは中観沢によって知られる｡｣

と仰言っていることと,

｢無我等が成立するのである｡これはまとめて簡潔にお説きになったの
31)

であり,詳しくほ広大な教証から知るべきである｡｣

とこの諭吉に無我を簡潔にお説きになるこのことは,中観等の論書から

知るべきである,と仰言っていることと矛盾する｡また,大註より,

｢金剛は不変,不断なること偉大であり,まさにそれが乗物であるのが

金剛乗である｡そして真言の方法と波羅蜜の方法である巣と因の本性が
32)

ひとつに混じり合っているのである｡｣

と田の乗である波羅蜜の空性の見解と,栗の乗である真言乗の大楽の2

つがひとつに混じり合っている,と仰言っているが故に,披露蜜乗から確認

された見解と,それを確認する方法が一致しないなどということが 『時輸』

(K豆Iacakratantra)の宗義に語られているというのは-全 く不合理なの

である｡そのように空性の見解を確認することは 〔GST.の〕 根本タント

ラ (Mdlatantra)の多くの章で 〔も〕説かれているけれども, 〔GST.〕

第 2章で毘底遊郭仏 (Vairocana)が 〔菩提心偶として〕(50もl),

｢一切事物を離れ,藩界処,所取,能取を捨て,法無我と平等なるが故
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33)

に,白心は本不生にして空性を自性とするものである｡｣

と菩提心をお説きになった 〔この〕空というものを確認することが,〔ナ

ーガールジ ュナの〕『菩提心釈』(BV.)によって成されたのである｡それ

はまた,〔この〕第一句によって外道が想定する我を否定し,それから 〔第

二,三の〕2つ 〔の句〕によって,二 〔種の〕実在論者 (don smra)が

想定する所取 ･能取が別体である真実を否定し,その後,残 り 〔の第四～

六句〕によって唯心 〔派〕の想定する真実なる心を否定した最後に,

｢事物といわれるのは分別である｡分別が無いことが空性である｡分別

が現われた所に,そのどこに空性があろうか｡分別されるもの分別する

ものという形象である心を如来たちはご覧にならない｡分別されるもの,
34)

分別するものがあるところには菩提は存在しない｡｣

とお説きになるときの分別とは,同書より,

｢諸仏は,菩提心とは我と荘等と識 (rnam rig)の諸分別に障げられ
35)

ず,常に空性を特徴とするとお認めになる｡｣

と仰言る 〔その〕人我と分別するなどの3つの分別についていわれたの

であり,いかなる分別であれ,すべての 〔分別〕についていうのではない

のである.〔GST.〕根本タントラ第15章に,
36)

｢一切法は (51al)夢の如し｡｣
37)

とお説きになることの意味の解釈は,『自加持次第』 で 〔ナ-ガールジ

ュナが〕お説きになられている｡

妙観察の智慧 (sosorrtogpa'is九esrab)によって考察する方法も

また,根本タソトラ第 9葦についての釈タントラ『密意解釈』(SVT.)に,

｢考察されなければ因より果が生ずるけれども,考察されるならば 〔因果は〕

どこにもとどまらないというあり方として理解される｣とお説きになって
38)

おり,VMT･第16章からは, ｢三時 (過去 .現在 ･未来)について も3
39)

つずつ,順次に分けてから考察する｣と仰言っているのである｡同じ方面

の (GST･に関する)方便タントラである VHAT.ち, ｢諸有色 (形ある
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もの)については極味に関する考察,心については剰郡を3つずつに分け
40)

た考察によって空佐を確認する｣と仰言っ七いるので,兄の理解を求める

方法は,披露密乗の通 りに説明されるのある｡GS･によっでも,
41)

｢-多の性質に関して,この三界の事物は無自性と考察される｡｣

といい,また,

.｢輪廻の頂点の究極 〔で〕, この三界のすべてを道によって考察すれば,

真実の藷は存在しない｡誰が考察し,そこで何について考察されるのか｡

努力によって,まさに真実が考察される限り,一切は光明 ('od gsal)
42)

であり (云々)｡｣(51bl)

と仰言っている｡このことは,最初に理解を求めるだけの段階ではなく,

後に修習をする段階で説かれているのである｡しかしながら,第四歓喜で

ある倶生歓喜 (l九anskyeskyidga'ba)と,第四空である光明が現わ

れてから,楽空が結合するときに,妙観察の智慧によって繰 り返し考察す

ることをここでいうのではなく,三味から立ち上がった後得の段階につい

てこのようにいうのであるD 〔また〕信解行によって観 (1hagmthong,

vipa畠yan豆)を三味において保持する場合に,妙観察の智慧によって繰 り

返し考察して,保持するのだ,と彼岸蜜乗からお説きになっていることと,

今の2つは同じではない｡

要約すれば,諸々の大諭吉に見られる空の見解についての説に,優劣の

次第が4つある｡即ち次の如 く,経量部が確定する人無我で,中観帰謬論

証派以外の大乗の宗義を説 く人々もそれ (経量郊)と一致して承 認 す る

〔空〕と,稔伽行派が承認する,所取 ･能取が別体なものとして,また語

法に自らの本質とは区別されて仮設された自性として成立する遍計につい

て,空であるという空性と中観自立論証沢の人達による,言説(thasnyad,

vyavahara)として自相として成立していることだけは否定できず,そう

ではない真実成立は否定される,という空佐と,中観帰謬派の人達による,

自相 (52al)として成立する対象 (don,artha)が二評において否定され
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るという無自性の見解,の4つである｡このうち,真言の無上 〔稔伽〕乗

の所化の対象である宝石の如き 〔秀れた〕人を主となさって,楽空の結合

についてお説きになった場合の空性の見解は,第 4番目 〔の帰謬派の見解〕

なのであり,他の所化の対象の 〔ための〕楽空結合の空に関して,唯心派

と自立論証派の両方の見解が,所化の対象の力に応じてあるのである｡こ

のように,無我の見について 〔4つそれぞれが〕下,中,上,上の上なの

であり,真言の諸論 .註釈より,唯Lh派の兄を主として楽空結合について

主張する方法は見られるけれども,前に説明した人無我の見のみを主とし

てそのように 〔楽空を〕結びつけるものは見られない｡従って,楽空結合

の空について,少なくとも唯識の学説の所取 ･能取が別体として空である

という空性だけについては,決定を正しく得ておくべきであり,これらの
43)

設定はまた詳しく他で,既に説明したのである｡

Ⅰ2.楽の意味を説明する

それでは楽空結合のその楽とはどのようなものであるのか,というなら

ば,これについて,心を一点に集中する三味のみを修習した結果,よく修

練された心が生じたとき,その力で身体の諸々の風 (気息)が次から次へ

と流れ,体内に利益をなすというあり方を具えたよく修練された身体が生

じ (52bl),それに依存して身体に楽が,心には大歓喜が生じる,と 『稔伽

行地』(Yog豆Carabhtimi)にお説きになるが,このことは内外双方 (外

道 ･仏教),大乗 ･小乗双方,顕密双方に共通であり,心を無分別 〔な状態〕

に置 くことを長 く保つすべて 〔の三味〕に見られるのである｡そしてこの

方法は 〔それを〕示す教証と共に,『菩提道次第諭』(Byang chub lam
44)

fyirim pa)に既に説明したOそれ散, このような楽もまたこの 〔楽空

結合の〕楽ではないのである｡

更にまた,顕教に説明される風の源である呼気の修習と,作 タ ソ トラ
45)

〟『禅定後次第分』,行タントラ『大日経』に説かれている,風が外に出るの
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を妨げて内に留め,本尊稔伽を修習する, とい うこの調息 (srogrtsol,

pr畠中yama) と説かれるものを修習することに依っても,心身に大楽が

生ずる三味は起こるけれども,内の身体の脈管の重要部位に当てる風の稔

伽ではないのであるから,その楽も無上 〔稔伽〕乗において楽空結合と説

明されている楽ではないので,〔無上稔伽乗の修習である〕風の金剛念詞や,

瓶風の調息とは一致しないのである｡尊師ブッダグフヤ(Buddhaguhya)

は,風が外に出ることを妨げて内に保ち,本尊を修習するのは,稔伽タソ

トラにも合致する,と説明している｡これら以外では (53al),『般若心経
46)

解説』において瓶風の修習について説明することと,下位のタ ン トラ部

(無上稔伽タントラを除くタントラ部)のある段階で,上位 〔のタソトラ〕

の,身体の要所に当てる方法を幾つかのものが説明するのは,顕密と上下

タソトラの道の正しい区別を知らない,新説を勝手にでっちあげる人が為

したことであるので,信額に価しないのである｡つまり,稔伽タントラ以

下の3つのタン トラ部と顧教では,空性の意味を好例なく修習した 〔結果

の〕出世間の無漏の楽はたくさん説かれるけれども,身体の脈管の要所に

当てることから風が中心に入る力によって体内の火(gtum mo,capdala)

が燃え,菩提心が融ける 〔ときの〕楽は説明されないので,楽空結合とし

て説かれた楽の意味は 〔それらには〕無いのである｡

『要門の穂』AM.からも,

｢然るに,初禅を得た人々も,転輪者たちのように楽に近づく,と説か

れるならば,二つの無我性のいずれをも理解したときには言うまでもな

い｡このように喜びが残ることから,初地は歓喜 〔地〕と言われるので

あるから, というならば,それは正しい｡〔しかし〕 これは供生歓喜で

はない.まさにそれ故に大楽ではなく,初心者の長那皆で方便となるもの

でもない｡即ら針の孔は (53bl) 虚空の孔である,というこ とのみ か
47)

ら,虚空とも等しくなるものではないからである｡｣

と無我を全 く理解しない初弾を得た 〔だけ〕の者にも大きな楽が生じる,
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と仰言っているならば,二無我を顕倒なく理解して長い間修習する般若汲

羅蜜乗の者に空性を修習した大楽が生じることは言 うまでもない,初地を

歓喜地というのもまた,この地において楽がよく留まるのでそのように名

付けられたからであり,無上 〔稔伽〕乗は楽に関しては波羅蜜乗より特別

に優れているのではない,と考える 〔ことによる〕議論を否定した答えと

して,空性を修習した上での大楽があるのは本当であるが,それは倶生の･

楽ではないので,無上 〔稔伽乗〕でお説きになられる大楽ではなく,披露

蜜乗における初心者の段階では供生の楽を実際に導 く方便もお説きになっ

ていないので,大楽に関して 〔波羅蜜乗より〕優れていない 〔という〕の

ではない,と 〔AM.は〕仰言っているのである.

また同書より,

｢然るに,般若波羅蜜において何であれ無上なるものは正等菩提の楽で

ある,と仰言っている,というならば,そうは仰言っているが,その方

便は示されてはいないCなぜならば方便となる供生の大楽が示されない

からである｡その (54al) 故に,それ (倶生の大楽)はまた,この 〔無
48)

上境伽の〕次第のみから理経されるべきである｡｣

と波羅蜜乗では,黒である菩提の楽の 〔その〕方便である因の道なる倶

生大楽が示されないので,果の段階では大楽を説き始めるけれども,2つ

の乗の違いは大きい,と仰言っているのである｡GS･からも,

｢それはまた,真実はタソトラに任し, 『吉祥秘密集会』 (GST･)に明

らかである｡多 くの戯論が広がるので,他では秘されて説かれたのであ

る｡作,行の各 〔タソトラ〕にも,経部の蔵等にも,最高歓喜だげはい

ろいろな形で在るが,有情の思惟の区別によって真実を努めてお隠しに

なって,宝石の 〔如き〕麓をもつ器のみに対して,守護者 (仏)は 〔倶
49)

生歓喜を〕設定された｡｣

と倶生歓喜のこの真実は下位のタソトラ部と諸経 (ス-トラ)部には示

されておらず,秘密である,とお説きになっているのである｡従って,最
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高歓喜のみはそれらに多くの形で在る,と仰言っているのは,最高歓喜は

真実に順次に導 く 〔ものである〕とお認めになり,同じではない多くの形

でお説きになっている,という意味であって,真実 (倶生歓喜)をこれら
50)

に説 くというのではない｡さもなければ,これらに上位の諸濯頂も説かれ

るはずである｡なぜならば,秘密等の (54bl) 濯頂を行なわずには大楽の

真実を説 くことは止められているからである｡

このように倶生の楽という,他の乗と他のタントラ部とは共通ではない,

優れた特別な教えについて説 くというこのことは,無上 〔稔伽〕タソトラ

とそのご真意の,正しい基準を具えたすべての註釈書に説明されるけれど

ち,冗長となることを怖れて 〔これ以上は〕述べない｡

かくして空性を庶倒なく確定してから修習される無漏の楽であってち,

倶生の楽ではないものがたくさんあるが,このことは,この方法に修練し

た者であれば,波羅蜜乗で粗雑な理解が生じた後に知る 〔ことができる〕｡

また,それと似た 〔楽〕が,非常に堅固な本尊稔伽と結びついて起こるけ

れども,無上 〔稔伽〕の究寛次第の 〔楽としては〕無意味であることは,

下位のタントラ部の論に粗雑な理解が生じたとすれば知ることはできる｡

しかしながら智の能力が非常に弱い段階にある者が,前に説明した最初の

楽のみを無上の楽空結合の大楽と思い込むこともたい-んもっともだと思

われるのである｡

このように楽空結合と説かれる楽とは倶生歓喜であり,それを初めに生

じるのは,左右の脈の風を 〔中央の脈である〕アヴァドゥ-ティー (ava-

･dhdti)に入れる力によって体内の火を灯し,それによって菩 提 心が融

けることから生じるのだが,その楽と前に説明した諸々の楽は,単なる楽

としては等しいけれども,意味は甚だ違いが大きいので, まちがえず に

(55al) 区別すべきである｡これ (莱) についてこの乗 で は,無 目的

(dmigsned)の悲とも説かれている｡即ちAM.より,

｢方便とは衆生の利益をなす,目的の無い大悲であり,倶生の大楽の自
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51)
性である｡｣

と仰言っており,そのようにお説きになるものは 〔他にも〕多いのであ

る｡

Ⅰ3 楽空が無差別に結びつく仕方を説明する

Jll.本論

それでは無目的の悲である楽と空との2つが無差別に結びつく仕方はど

のようであるのか,と考えるならば,これは ST･より,

｢無戯論の自性をもつものが智慧 (shesrab)と知られる｡如意宝珠の

如 くに余すところなく有情を利益するのが悲に他ならない｡無目的の住

(gnas)において,智慧と無目的の大悲に他ならない智 (blo)とが倶
52)

に一体となる 〔様〕は,虚空における虚空の如 くである｡｣

と仰言っており,その意味を 『般若方便決択成就』(PUVS･)からまた,

｢能知と所知に分けて愉伽によって考察すれば,諸法は無自性であり,

これが般若と真実といわれる｡余すところなく苦の海を有する苦の因か

ら生じた有情を愛著するので,悲は,黄変 (d'odchags)といわれる,
53)

と知られる｡｣

と色と心とを分けてから考察することによって (55bl) 無自性を確定す

るものを智慧 (般若), その方便から衆生の利益を生じる大きな変著であ

る倶生の楽を悲,と説明してから,

｢水と牛乳が混じるように,無二のあり方という結びつきによって2つ
54)

が集まったところのものが,智慧 (般若)と方便と知られる｡｣

と水と牛乳が混じる如くに結びつ く,と仰言っている通 りに,〔楽空 は

結合〕するのである｡

これはまた,楽とそれ 〔自身〕の法性 (-空性)が一体無差別であるこ

とについては,有法 (-莱)が成立するだけで,既に自身の空性と一体無

差別として成立しているので,それは無差別の稔伽(結合)といわれるべき
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ではないのである｡同様に空性を理解する他のある智に,楽によって 〔そ

れとの〕一体化を当てはめること (rgyas'debspa)と, 楽を生じた後

に,〔その楽に〕空佐の他のある見解によって 〔それとの〕一体化を 当て

はめることでもない｡なぜならばこれについて癒えば,布施等は無我の見

によってとらえられても,布施等そのものがその兄の本質として生じえな

い如 く,空性の理解と楽との2つが互いにそれぞれの本質となってはいな

いからである｡

それではどのように 〔結合〕するのか,と考えるならば,倶生の楽の本

質として生じた対象を具えた (yulcan)知が, 対象 (yul) である空_

性の真意を鮫倒なく理解する,という対象と対象を具えたものとして結合

することこそが,楽空が無差別に結びつくことなのである｡それはまた,

真義の倶生 〔の楽が生じた〕ときに,対象と対象を具えたもの (知)の2

つは,牛乳が水に入るが如くに一味と (56al)なって 〔初めて〕正しい徽

細な二顧現 (gnyissnang)なのであり,真義の倶生 〔の楽〕が生じない

うちには,真実を直接には悟らないので,真実に対する信を作意によって

起こす必要があるが故に,一味を信ずるのみなのである｡

対象 (yul)である空佐と 〔楽とが〕無二に結びつ く仕方は以上の如 く

であるので,空佐を理解する智と楽との2つが本性無差別に結びつく仕方

は,2つの智 (blo)が本性一体という同成同住 (grubsde-grubわde?,

yogak!ema)-なるものとして生じる 〔という如 く〕である｡空性の理解

を徹底する方法は,中観から起こるものより優れたものは無いので,この

〔無上稔伽〕乗と波羅密乗の2つは空性の見において優劣は無い｡従って,

田の真意はひとつであっても,確定する智において供生の楽によって空性

を確定するのと同じ力は,他の対象を見えたもの (知)による確定には無

いので,空に違いは無 くとも,方便なる楽によって 〔無上稔伽乗は汲羅密

乗と〕異なって優れている,とお説きになるのであるO無我の空性の徹庇

理解が確定しなければ,輪廻から解脱できず,確定する倶生の楽が生じな
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ければ,最上の真言道の心髄が無いので,各々ひとつだけでは不充分で,

両方が必要だと仰言っている｡即ち,サラ- (Saraha)は,

｢悲と離れた空性に入っても,それによって最高の道を得ることはでき

ない｡然るに悲のみを修習した (56bl)としても,この輪廻に住を免れ

ることはできないであろう｡2つを結びつけることができた人は,輪廻
55)

に住まず,浬架にも住まない｡｣

と仰言って,ド--I(Dohs)より,倶生の智慧こそは道の精髄だと 〔こ

の後で〕説明するので,この場合の悲もまた倶生の楽なのである｡前に説

明した通 りの倶生の楽が生じたときには,粗雑な諸々の分別を既じて,心

が不動に住することが自然に生じるので, いかなる対象にも 〔心を〕散ら

さず,分別しない楽のみを修習することだけが空を修習する意味である,

というならば,楽のみを修習しても輪廻から解脱できないと説明すること

は不合理となってしまうので,無我の意味を正しく確認した確定知を保た

なければならないのである｡

J21.議論を 〔決択して〕除く

もし倶生の楽によって無我の意味を確定した 〔その〕確定知を保つこと

が空性の修習であるならば,ST.より,

｢空が修習されるべきではない｡非空が修習されるべきではない｡簸伽

行者は室を捨てず,非空を捨てない｡空と非空とをとらえることから少

なからぬ分別が生じるであろう｡〔空と非空を〕完全に捨てるならば 〔ま

た〕妄分別 〔が生じる〕｡それ故にその2つ (執著することと捨て る こ
56)

と)を除く 〔べきである〕｡｣

と空と非空のいずれであっても,とらわれて修習するべきではない,と

仰言ることと矛盾する,と言うならば,この教証の意味はAM.(57al) よ

り次のように説明される｡即ち,

｢色等の諸 〔物〕は勝義として存在するものとして空であることによっ
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て常の辺を捨て,世俗として存在するものとして空ではないことによっ

て断の辺を捨てるが故に,世俗として存在するものとして空,勝義とし

て存在するものとして不空ととらえて修習することを否定し,色等ほ,

勝義における無自性性が世俗における色等の本質であるので,勝義とし
57)

て空,世俗として不空という本質を捨てることは不合理なのである｡｣

と説明するのである｡従って,勝義において不空ととらえることと,言

説において無という空にとらわれることから辺執の分別のすべてが生じ,

勝義において空を捨てるならば,常の辺に陥る妄分別を,言説において不

空を捨てるならば,莱 (行為)の異を断ってとらえるという妄分別を生じ

る,というのが 〔この〕論の意味であって,あなた方が解釈す る よ うな

〔意味〕ではない｡なぜならば,この教証の前に同書 (ST.)に,
58)

｢法界は平等性にして芭蕉の如 くにとらえられる.｣

と精髄 (-自性)が無いととらえると仰言っているからであり,また同

書 (ST.)より,

｢苦が余すところなく尽きることを願い,正等覚の最高の楽を得ようと

望む者は,心を堅固にしてから努力によって考察し,その 〔心の〕自性
59)

を無実在と (57bl)〔理解〕すべきである.｣

と努力して考察し,それを無自性と確定することが,一切の苦が減し,

最高歓喜を得る国である,とお説きになっているからである｡

また事物を真実と執著することが非空ととらえることであり,事物は非

真実であるが,真実なる事物として空であるという空性を真実と執著する

ことが空ととらえることの意味でもある｡PUVS.より,

｢迷乱を晴らそうと望む知識者は,事物-の執著を捨てる｡もし名のみ

は異なっても,分別であることに違いないが故に,賢者は事物への執著を

完全に捨て,事物が無いとも考えないのである｡燃える灯火を消すこと

はできるが,〔消えた灯火には〕何もできない如 くに,実在(事物)-の執
60)

著そのものは 〔消すことが〕できるが,非実在-の執著はそうではない｡｣
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と事物を真実と執著することについて,実在執著 (dngos'dzin)と名称

を簡略にして述べたところのこれを捨てねばならない如 く,それと,真実

なる実在として空であるという空性を真実と執著することの2つは,名は

同じではないが,内容は,真実執著の分別という点で違いはないので,そ

れもまた捨てられねならない,と仰言っているのである｡灯火等の意味は,

事物を真実として執著することについて,それが真実として無い,と示さ

れれば,〔誤った執著を〕 転じ易いが,事物-の真実執著を転ぜしめる事

物が真実として空であるということについて, 〔空陸を〕 真実 〔在〕 と

(58al)とらえてしまうと,食物の不消化を治す薬が体内に到って消化さ

れないのと同じように,転ずることのできない見解をもつものとして,中

観の論にお説きになっていることと同義なのである｡

これによって,BV.に,

｢空性は不生,空性,無我といわれるものとしてある｡劣った我性(bdag
61)

nyiddmanpa)を修習する人はそれ (空性)を修習するのではない｡｣

と仰言っているのもまた,不生,無我を真実と執著して修習することを

否定していると知るべきである｡即ち,『出世間讃』(I･S･)に,

｢一切の妄分別を晴らすために空性なる甘露をお示しになったならば,
62)

ある人がそれに執著したOその人をあなたは強く斥責した.｣

と仰言る如 くである｡

従って,このような論理はまた,仏のお言葉と 〔その〕ご真意の註釈に

たくさん説かれ,更に空性と無我と不生等に関して修習することについて

もたくさん説かれているのだが,これらの 〔諸説〕は矛盾しないというあ

り方をこのように知るべきであり,輪廻の根本を断つ無我の確定を導 くこ

とを中断するべきではないのである｡このようなこの 〔無我の〕確定は,

凡夫のときには徴純な分別をも離れた離分別ではないけれども,無分別智

と非常によく一致するので,それを修習したことに基づいて無分別が生じ

るのだ,と GSTの註釈である 『供華』(EGN.),(58bl)AM二.と 『我
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63)

成就入』より明らかにお説きになり,他で既にたくさん説明もしているの

で,冗長になるのを怖れて 〔これ以上は〕記述しない｡

要約すれば,輪廻と浬栗のいずれの法に対しても,真実と執著するとい
64)

う名称への執著の対象 (dmigs)に向かって,〔それが〕微塵も無いと確

定 し,かつその真の意味 (don)においてほまた, 因果の縁起の所作 ･能

作のすべてが最もよく理にかなっていると見る,という二辺を離れた真意

について,量の力によって確定を得たところの空性の理解に関しては,少

なくとも 〔常住ではない等の〕現実に基づいた疑い (don'gyurgyithe

tshom)を起こすことによっても,輪廻の生を惨めなものと 〔見〕なすな

ど,無辺の功徳が経典とその註釈から一度ならず説かれている上に,無上

金剛乗からは,かくの如きそれ (空佐)を対象を具えた (yulcan)す ぐ

れた倶生歓喜によって正しく確定し,対象を具えた (yulcan)大業を通

じても,まさにこの一生のうちに最上のものが与えられる等の段階 〔につ

いて〕と,究責の無量の功徳なるもの 〔について〕説明されるので,考察

力のある人は,無我の意味を徹底して理解して確定する鬼と,〔無上稔伽

タントラ〕独特の大楽を導 く方便という,辺を断った奥義に入って,楽空

が無差別に結合する供生の智慧を求めることに努力すべきである｡

(59al) GST.の統タン トラ (Uttaratantra-18章)より,根本タント

ラにおいて菩提心と説かれているものの意味を質問したとき,空と悲とが
65)

無差別なることが菩提心である,と仰言っており,〔伝ST.〕根本タントラ

(MGlatantra) 12章における菩提心についての諸説に関 して, 『灯明』

(PU･)で,光明 ('odgsal)と双入 (zung'jug)2つの菩提心をお説き

になるうちの前者は,真義 (don)の供生であるので,楽空無差別の空と

悲 との菩提心は,GST.の学説の中に説明されていないのではないのであ

る｡『五次第』(PE.)からも,

｢大牟尼のお説きになった八万四千の法門のうち,現前菩提の特質は精
66)

髄中の精髄であると説かれている｡｣
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と真義の光明である現前菩提は精髄中の精髄であると説かれているのも,

真義の倶生なる楽空無差別の菩提心であるo

無上 〔稔伽〕タソトラとそのご真意を註釈した,量 (tshad)を具えた

諸論のあるものには楽の方面は明らかで,かつこの空性理解の方法のみに

っいては明らかではない｡またあるものには空性理解の方法は明らかで,

この楽の方面のみについて明らかではない｡しかしそれら 〔の論〕におい

ても楽と空両方の結合を真意ととらえているのであって,それぞれについ

て誤るべきではないのである｡

楽空無差別という語は風の如 くによく知られているが,(59bl) 諸 々の

楽の違いを区別した上での大楽と,諸空の違いと区別した上での空の究寛

と 〔その2つの〕結びつき方を知ることはたい-ん稀である,ということ

をご意図してサラ- (Saraha)は,

｢ぁの家この家でその語が語られていても,大楽の住はあまね く知られ
67)

ることはないo｣

と仰言っている｡従って,わずかばか りのことで簡単に満足すべきでは

なく,秘密中の最も秘密なるこの真意を理解することに長い時間をかけ

て努力すべきである｡

Abbreviations&Bibliography

AM.-Abhay豆karagupta,Sr2-samPutatantrara-jail-ka-･a-mna-yama苑Jqrl-･P･

No.2328,γol.55

･cp.-Aryadeva,Carya-mela-♪aka♪radiIIa･PINo･2668･Vol･61

rcs.-Aryadeva,Catuhs'ataka

Bhattacharya,V･,THE CATUHSATAKA･Vi孟va-BharatiSeries

No.2,Calclltta,1931

Dohs.-Saraha,Doha-kosagl-ti,P･No･3069,Vol･68

奈良康明｢サラ-パーダ作ト -ーコ～シャ(Ⅰ)I(Ⅱ)｣･『駒沢大学仏教

学部研究紀要』24,25,S･41,42

LGS.=Padmavajra,Sakalatantrasambhavasamcodam--S'r2-guhyasiddhi･P･

No.3061,γol.68

Manuscript(ACollectionofBuddhistTantrasbydifferentauthors,



126

0ientallnstitute,Baroda,No.13124),成田山仏教研究所所蔵

GST.-GILhyasamaLjatantraed.byYukeiMatsunaga,Tokyo,1978

KCT.-Ka-lacahratantra,P.No.4,Vol.1

Banerjee,B.(ed.),岳RiKA-LACAKRATANTRA-RAIJA,Biblio-

thecalndica,Calcutta,1985

KGN.-Ratn豆kara主査nti,Kusuma元)'ali-guhyasama-)'anibandha,P.No.2714,

Vol.64

LS..-N云g豆rjunaLoha-t2-tastava,P.No.2012,Vol.46

MA.-Candrakirti,Madhyamaka-vaia-ra

MV.-N豆g豆rjuna,Maha-ya-navims'ika-

Tucci,G.,MinorBuddhistTexts,Part㌔ SerieOrientate Roma,

Roma,1956

PK.-Nag豆rjuna,Pahcakrama

delaValleePoussin,L.,Paかakrama,EtudesetTextesTantriques,

Gand,1896

PUVS.-Ana血gavajra,Pyal'ho♪a-yavin.lslcayas2'ddhi,P.No.3062,Vol.68,

高橋尚夫 ｢Praj丘op豆yavini昌cayasiddhiJH,ヒ),『豊山学報』25,26&27,

S.55,57,Bhattacharyya.B.,TWOVAJRAYA-NAWORKS,G.0.

S.No.XLIV,Baroda,1929,Manuscript(A Collec･tionofBuddhist

Tantrasbydifferentauthors,Baroda,No.13124)成田山仏教研究

所所蔵

RV.-N五g豆rjuna,RatnaTvall-

Hahn,M.,NA-GAIRJUNA'SRATNjivAL7-,INDICAET TIBETI･

CA Bonn,1982

ST.-Sami･utatanira,P.No.26,Vol.2

SVT.-Saqldhivyalkara野αtantra,P.N.83,Vol.3

VHAT.-Vajrahrdaya7a7nka-ratantra,P.oNo.86,Vol.3

VMT.-Vajrama-la-tantra,P.No.82,Vol.3

VP･-VimalaZ･rabha-,P.No.2064,Vol.46

Upadhyaya,I.,VIMALAPRABHLilvol.1],BibliothecalndoITibe･

ticaSeriesNo.XI,Varanasi,1986

Notes

l) VMT.I170b8.

2) evarp may豆 孟rutam/ekasmin samye bhagav豆n sarvatath豆gatak豆･

yav豆kcittahrdayavajrayosidbhage!uvijah豆ra/というGST.の導入の言葉

を40の文字に分解し,それぞれに一喝を作って,生起次第と究尭次第を説明する｡

｢楽空無差別という空と悲の意味を説明する｣章 ･和訳 127

vMT.LIX,PU.に見られ,聖者流の修道を簡潔に示したものであるo

cf.Wayman,YogaoftheGuhyasama-jatantra･New Delhi･1977･

3) この要約は,VMT･LVIII,PU･の内容に従っていると思われるoCf･ibid･,

pp.182-183.

4) VMT.LVIII224b4~5｡

5) VMT.LVIII224b5｡

｢無二の標栽｣(gnyissunedpa'imtshanbyed)はVMT･では､gnyissu

medpa'iわdemchogとなっている｡

6) VMT.LVIII224bト2｡

7) VMT .LVIII2246~7｡

8) GS.ll7b6-8｡

くMS.Baroda7a3~5>
sar豆tE云ratararpprOkt叩 tantr豆dau ya° vyavasthitaTTlyatmaha-

sukhan豆thenaguhyatatvam udahrtam/Ibuddはn5rp bodhisattav豆narP
(8)

sa,vasatvasukhodayarp//guhyakalpa'lkar衰jasya irisam豆jasya Sa~

.psthitam//evam ityak!ararp 孟uddham traidh豆tukanamaskrtam//
(zp)

9) GS.ll9a3-4｡

くMS.Baroda9al~2〉
dr孟yatetarnkhadhatvakhy叩 Samantattilasimbivet//g豆hga(na?)(a)

div豆Iik豆sarPkhyaibparip叫 やa(rp)tath云gataib //tasyaivak!aratatva-

sy_asevarpkrtv豆up豆yatah//buddh畠孟 cabodhisatv豆s cap(ru5vpanntoi;ia
padaTluttaram〟

10) Gさきミ19a6-70

くMS.Baroda9a5>
nacatraradvay豆sy豆tratantr豆dauluptam i!yate/I

(k!a) (a)
ll) VMT.LVIII224b2~3｡

12) ST.285b6｡

13) CP.V93b5~6｡

14) Arya･karmavarapa-vis,uddhi-na-ma-maha-ya-nas虎ira･PINo･884(Vol･

35)｡ここでツォソカバが 『八千頒般若』･『浄業障経→を挙げるのは･CP･に従

っている (C′･13))0CP･によれば,『八千頒般若』22章 (善知識の葦)I 『浄

業障経』で､我と我所-の執着により･有情に汚れと清浄があることを示すoCP

はあわせて 『如来蔵経』と次のナーガールジ-ナの言葉を引く0

15) 後半部分-･didagthamscadsemらtsam steSgyuma'irnamparyang

dag,byung/denasdgedangmi dge'iユas/desnibde'grongan gror

skye/''ほ 『大乗二十論』18侭に相当する｡



128

くMV.18>

cittam云tram idalpSar.VarPm豆y云k豆ravadutthitam/

tatatl孟ubh豆昌ubharpkarmatatojanma孟ubh豆畠ubham//

16) PUVS.Ⅰ-5,6(P.No.3062,31b314)

Skt.原文と Tib.訳とはかなり相違する｡

高橋p.185(Bhattacharya,B.,p.3)

t豆bhy豆IPCamarapOtP豆daprabhrtyatyantavistaram/

.ajasrarpj豆yateduhkham asaty豆saktacetas豆m〟5

y豆vadbh豆vamah豆gr豆hobhavac豆rakavartin云m/

praj丘豆hinatayえー豆vatsvahitalpparahitarpnaca//6

(訳)その2つ (煩悩と業)より,死と生をはじめとする極めて広大な永続的な

苦しみが,非真実に執着する人々に生じる｡智慧が劣っているが故に,実 在 -

の大きな囚われが有る限り,生存の牢獄にある人々には,自利も利他もない｡

17) RV.Ⅰ-35(Hahn,pp･14-15)･

skandhagr豆hoy豆vadastit豆vadev豆ham ityapi/

ahalpk豆resatipunabkarmajanmatatatLpunatl//

18) BV.72(Lindtner,p･206)･

19) PUVS.I-7(P･No･3062,31b4~5)

高橋p.186(Bhattacharya,B･,p･4,MS･Baroda71a2)

atastrijagad豆nandam kartuk豆maissvavibhramam/

hartuk豆mai孟casarTlty豆jyobh豆vagr豆homani!ibhihI/
20) VHAT.319b4-5.

21) いかなる人物か不明｡

22) CS.XIV-25cd(Bhattacharya,Ⅴ･,p･230)

drStevi!ayanair豆tmyebhavabijarpnirudhyate//

23) MA.ⅤⅠ-120･

24) BV.(Introduction),Lindtner,p･184･

25) Cf.生井衝 ｢菩提心偽に関する一考察｣,『密教文化』91,S･45,書 水千鶴子

｢Nagarjuna作 Bodhicittavivaranaについて｣,『印仏研』36-2,1988｡

26) 出典不明｡

27) 皮肉であると思われる｡

28) VP.V211al｡

29) VP.ⅠⅠ224a卜2,Upadhyaya,p･267,11･24-25･

atom豆dhyamika豆ha

ne!tamtadapidhir和 瓦rPvij紘 narppar豆m豆rthasat/
ek豆nekasvabh豆venaviyog豆dgagan豆bjavat/I

nasamn豆sannasadasannac豆pyanubhay豆tmakarn/

｢楽空無差別という空と悲の意味を説明する｣章 ･和訳 129

catu!kotivinirmuktalp tattValpm云dhyami kaviduh〟iti

30) VP.ⅠⅠ224a3,Upadhyaya,p.267,1.27(Cf.29)0

31) VP.ⅠⅠ221al~2,Upadhyaya,p.265,ll.27-28.

nair豆tmy豆disiddhahsamksep叩豆trokt5,vistaro vistar豆gamena jneya

itiniyamab/

C′.KCT.ⅠⅠ-172,173.

32) VP.中と思われるが不明｡

33) GST.1Ⅰ,校長 p.10.

sarvabh豆vavigat叩ISkandhadh豆tv豆yatanagr豆hyagr豆hakavarjitam/

dharmanair豆tmyasamatay豆svaeittam衰dyanutpannarrl孟Gnyatはbhavam/

34) BV.44,45,Lindtner,p.198･

35) BV,2,Lindtner,p.186.

36) GST.XV に svapnopameSu dharme!u anutp豆dasvabhaviSu/sva-

bh豆va孟uddhatattve!ubhr豆ntivajrabpragiyate//(XV-121,松長 p･82)

と説き,また evam eva bhagavantab sarvatath云gat的 sarvadharm的

svapn的 svapnasamayasambhGt豆孟C亘nugantavyatL/(校長p.83)とも説 く｡

37) 『五次第』(Paかakrama)の第二次第日加持次第(Sva-dhistha-nakrama)｡

38) SVT.267b-268a.

39) VMT.XVI186b6.

40) VHAT.ⅤⅠに心のついての考察に言及するが,一致しない｡

41) GS.ⅠⅠIIOb3･

Skt.原文と Tib.訳とは一致しない｡

〈MS.Baroda>lla2

bh豆vasvabh盃va申 Vidhivadvivekta(rp)//

traidh豆tukeekam anekar白pam/i
(訳)三界において多くの在 り方をもつ唯一なる存在の本性が,決まりど う りに

識別された｡

42) GS.rv 17a4~5,Skt.(MS･Baroda)欠｡

43) Legsbshadsnyingboなどの顔教の著作を指すのであろう｡

44) 5amatha章を指すと思われる｡

45) bSam gtangyi♪hyima rim bar ♪hyeba(Dhya-nottaraPatala･

krama),P.No_430,Vol.9.

46) ShesTabsnyingPo'irnam ParbshadPa(PINo･5222)?･

47) AM･38a21

48) AM･38a4~5･

49) GS.Ⅰ4a5~7･



130

くMS.Baroda>2b3~6.

taccatatvarPsthitantrantre孟risam豆jeparisphutam//
×

guptam anyatranirdi!talpPrapa魚C豆nekavistaraih/I

kriy豆cary豆dibhedenasijtr豆ntapitak豆dibhih//

ekam evapara孟uddharPnaik豆k云rarPvyavasthitarp//

sth豆pitatTlbhdtanえーhenatatvarPsarpgopyayatnatab//

satv亘孟ay豆nubhedenaskandaratnakarapdake〟

50) 第二秘密濯頂,第三般若智慧濯頂,第四濯頂の三つ｡

51) AM.10b4･

52) ST.257b3-4.

53) PUVS.Ⅰ-14,15(P.No.3062,32al~2).

高橋 p.184(Bhattacharya,B.,pp.4-5,MS.Baroda71a7-71b2)

par豆marSanayogenadharm豆n豆rPnihsvabhavaは/

ja豆naj免eyavibh豆genaprajaえーattvarPtaducyateI/14

ra丘3atya言e!aduhkhaugh豆nutth真申Studubkhahetutab/

sarvasattv豆nyatastasrn豆tkrp豆r豆gabpragiyatelI15

54) PUVS.1-17(P.No･3062,32a3)･

高橋 p.184(Bhattacharya,B･,p･5,MS･Baroda71a213)

ubhayormelana印 yaCCaSalilak!irayoriva/

advay豆karayogenaprajaop豆yarPtaducyate/I17

55) Doh豆.75b2~3(奈良 Ⅰ,V.17,17',p･24)･

56) ST.257a8.これは PUVS.ⅠⅤ-5,6と蘭似するO

高橋(2)p･163(Bhattacharya,B･,p116,MS･Baroda76b6-77al)

na占缶nyabh豆van豆rpkury云nn豆pic云各日nyabh豆van豆m/

na孟GnyarPsarptyajedyoginac豆毒血y叩Iparityajetl/5

a言古nya畠缶nyayorgr云hej豆yate'nalpakalpan豆/

parityagt;casa血kalpastasm豆detaddvayarptyajet//6

57) AM.83a7-b2

58) ST.257a7.

59) ST.258a8.

60) PUVS.I-7cd,8,9(P.No.3062,31b4~5).

高橋 pp.184-186(Bhattacharya,B‥ p･4,MS.Baroda71a2-4)

hartuk豆mai畠casarPty豆jobh5vagr豆homani!ibhib//7

bh豆vagr豆halpparityajyan豆bh豆varpkalpayedbudhab/

yadin豆m豆nayorbhedahkalpan豆naivabhidyateI/8

Vararphibh豆vasaflkalponatvabh豆vaprakalpan豆/

nirv豆tijvalitodiponirvrt豆bk豆rpgatirpvrajet//9

｢楽空無差別という空と悲の意味を説明する｣草 ･和訳 131

61) BV.49,Lindtner,p.200.

62) LS.80a5-6.

63) J丘豆nap豆da, Atmasaldhana-vata-ra(P.No.2723)のことか?

64) mchan'dzinとあるが,北京版に従って mtshan'dzin(47aS) と読む｡

65) GST.XVII1-10ab,38cd,39ab,松長 pp.113,116.

bodhicittetikirPj点eyarpvidy豆puru!etikilptath豆/10ab

孟缶nyat豆karup豆bhinnarpbodhicittam itismrtalp〟38cd

k豆yav豆kcittavajrepabhedy云bhedyasvabh豆vatatl/39ab

66) PK.ⅠⅠ-76.

catura昌itis豆hasredharmaskandhemah云muneb/

S豆r豆ts豆ratararPproktam abhisambodhilak!aDam/I

67) Doh豆.79b6,奈良 ⅠⅠ,V.128ab,p.44.

Tib.訳 し北京版)では以下のごとくである｡

khrim dangkhrim nadenibrjodminte〟

bdechengnasnayongssushespami n〝

October,1988

(文部省科学研究費による成果の一部)

*この訳の内容の検討は,拙稿 ｢ツォソカべの無上稔伽タントラ解釈｣(日本

西蔵学会会報第35号掲載予定)において行なったので,参照していただけれ

ば幸いである｡




